
「第３次基本構想」に附帯決議をつけ、可決しました！
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「令和4年度の決算」を審査・認定

「第3次基本構想」に附帯決議をつけ、可決！

9面へ

8面へ

西東京市の次の10年の指針となる総合計画を審査

ゼロカーボンシティの取組や市内消費喚起事業の効果等を問う

令和５年

第3回
定例会
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Nishitokyo City
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お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（　042-421-4545）へお問い合わせください。

「声の市議会だより」をお届けしています。
（デイジー版・CD版）



水が流れている頃の谷戸せせらぎ公園

子ども家庭支援センターのある住吉会館

ドッグランイベントが行われた
西東京いこいの森公園内のスケート広場

問　芸能界における芸能事務所の問
題は、社会的な大きさの影響力から、
過去の凄惨な性被害を訴えても行政
も取り合わず、マスメディアもその
未成年男性への犯罪行為を報じず、
60 年近く虐待が隠然と行われてき
た。ましてや、加害者の性加害を訴
えようものなら、未成年、子どもの
将来の夢を閉ざすという陰湿かつ理
不尽な仕打ちを課し、絶望的な不遇
に追い込むということが公然の事実
となった。
　西東京市にもこのような芸能事務
所に関わりがある人がたくさんいる。
今後、西東京市は児童への性虐待に
どのように臨まれるのか。
　今回のような芸能事務所は、芸能
界に大きな権力を持ち、性虐待が訴
えづらい。訴えを取り合わないマス
メディアの状況下、子どもの権利擁

護の視点でどう取り組むのか。
答　市では現在、お子様に対し、市
内小中学校等と連携して、児童虐待
をはじめ、子どもの権利に関する普
及啓発を行っている。関係機関に対
しては、要保護児童対策地域協議会
での実務者会議や研修等の際に、性
的虐待への対応における様々な留意
事項について、周知に努めている。

気持ちに寄り添う
問　障がいをお持ちの方の日常を知
り理解を深めてもらうため、疑似体
験会を行うべきとこれまでも提案し
てきたが検討状況は。
答　障害者サポーター養成講座を教
育委員会と連携して小中学校等で開
催し、その中で車椅子や視覚障害の
疑似体験を実施してきた。今後は、
現状の課題やニーズなど幅広く議論
し、検討を進めていく。
意見　学生だけではなく、市の施策
等に関わる市長、副市長、教育長、
市職員等の参加を求める。
問　公共施設において、ストレッチ
ャーの使用可能なエレベーターが設
置されている施設は。また、ユニバ
ーサルシートの設置状況は。
答　ストレッチャーは防災・保谷保
健福祉センター、田無総合センター、

障害者総合支援センターフレンドリ
ーの３か所。ユニバーサルシートは
一部の施設のみ設置されている。
意見　障がいをお持ちの方が、安心
して外出できる「まちづくり」を心
からお願いする。

その他の質問
◇学校の防犯対策
◇有事に対する備え
◇市内の客引き

おむつのサブスク
問　既に多くの自治体が導入してい
る「おむつのサブスク」を本市で導
入する考えはあるのか伺う。
答　おむつの在庫を置くスペースの
確保、事業者選定や運用などに課題
がある。他市事例を調査研究する。
意見　公営保育園では、導入されな
い限り保護者は利用することができ
ない。希望する人が利用できるよう、
選択肢の１つとして情報提供を。

ＰＦＡＳ汚染対応
問　活性炭浄水器設置の助成と希望
者へ無料の血液検査を実施する考え
を伺う。
答　現時点では市の事業として実施
する考えはないが、東京都水道局へ
市民の声を伝えていく。
意見　市独自でできることはやり、
しっかりとした対応を求める。

ドッグラン
問　犬と暮らす市民が増えている。
ドッグランの設置を望む声に対して
常設設置への検討を伺う。
答　設置の要望があることは承知し
ているが、常設に向けた課題もある。
引き続き指定管理者と検討する。

その他の質問
◇土の廃棄とリサイクル
◇高齢者とペットの共生

問　西東京市内の空き家、特定空き
家の状況、空き家バンクの状況につ
いて問う。また空家等対策の推進に
関する特別措置法改正によって対策
効果が得られるか問う。
答　令和５年７月末時点で 875 件、
特定空き家は９件。空き家バンクに
ついては、利活用希望者は９件だが、
空き家の所有者からの登録は０件。
特措法の改正については管理不全空
き家に対し、自治体として指導勧告
が可能になると考えている。
問　コロナウイルス感染症の現況、
対策について問う。
答　10代未満が最も多く、次いで
10代、40代が多い。対策について
は個人の選択を尊重する。
問　帯状疱疹ワクチン接種事業につ
いて問う。
答　80歳までに約3人に1人が発症

をするとされている。小児における
水痘ワクチン定期接種により自然感
染による免疫力を持つことが難しく
なり、発症が増えていると指摘があ
る。定期接種化を見据え50歳以上
の方にワクチン接種の助成を行う。
問　出産・子育て応援事業のクーポ
ンの期限について問う。
答　資金決済に関する法律適用を受
け、６か月の期限が設定されている。

問　西武新宿線の芝久保地域には歩
行者・自転車のみが通行できる踏切
が２カ所あり、これらの踏切の遮断
機は下り線側と上り線側が３秒ずれ
て閉まり始める。西武鉄道㈱は閉じ
込めを回避するためと説明している
が、閉じ込められた事例が多い。市は、
西武鉄道㈱と協議すべきである。
答　現地を確認し、西武鉄道㈱と時
間設定の考え方やその妥当性につい
て必要に応じて協議をする。
問　谷戸せせらぎ公園は、水の流れ
る公園として、子どもたちに人気の
スポットであるが、６月にポンプが
故障して以来、せせらぎや観察池は
干からびている。今後のポンプの修
理計画を問う。また、ホームページ
に故障中である旨の掲載を求める。
答　現在、修繕するための内容や金
額の情報などを受けて、対応につい

て指定管理者と協議を行っている。
ホームページについては、８月30日
に故障中であることを掲載した。

その他の質問
◇公共施設の駐車場利用
◇自転車用ヘルメットの駐輪時の保
管
◇ピーポくんの家の周知
◇アスベスト法改正
◇小中学校の給食費無償化

第３回定例会で27人の議員が行った主な内容についてお
知らせします。掲載内容は、各議員が執筆し、その責任のも
とに掲載しています。
質問の全文は会議録に掲載します。会議録の公開予定等
は10面をご覧ください。

一般質問とは、議員個人が市政全般について市長や教
育委員会などに質問することです。
西東京市議会では、答弁時間を含めて１人当たり50分
の持ち時間で行っています。

本会議の模様は議会インターネット中継から視
聴することができます。ＱＲコードからアクセ
スしてください。

※公開期間は、定例会分については、次の定例会の初日の録画中継が公開されるま
で、臨時会分については、公開の日から３か月間です。

児童虐待と性加害について

無所属　長井　秀和

手ぶら登園「おむつのサブスク」の選択を！
市民の声「ＰＦＡＳ対応」と「ドッグラン」

まずは「聴く」　当事者の本音の声が
反映されたバリアフリー化を進めること

立憲民主党　佐藤　大介 立憲民主党　菅原　みほ

帯状疱疹の発症率の増加の要因と
ワクチン接種補助について

日常の生活を大切にし
身近な問題に向き合う姿勢で臨む

立憲民主党　下田　純一 立憲民主党　森　しんいち

一般質問の要旨

西東京市
Nishitokyo City
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下保谷学童クラブ

消火訓練イメージ 田無柳沢学童クラブ

新町福祉会館

問　実質的にコロナ禍となった2020
～22年度の３年間について、市の財
政状況の総括を伺う。
答　市税収入の堅調な推移等で、市
の財政状況は回復傾向にある。
問　市民生活は引き続く新型コロナ
感染症や物価高騰等の影響を受けて
いる。この間の市財政の回復傾向を
市民生活に還元していくことが求め
られると考えるが見解は。
答　引き続き物価高騰や先行きが不
透明な社会情勢は注視しつつ、市民
や市内事業者の動向を踏まえて適切
な対応をしていく必要があると認識
している。また、その際には市独自
の財源 (財政調整基金 )の活用も必
要であると考えている。
意見　自治体運営の最大の目的は、
黒字を出すことではなく、市民生活
を守ること。この間に出ている黒字、

市の財政状況の回復傾向は、しっか
りと市民生活に還元するべき。
学生・若者世代への支援策の継続を
問　学生等応援特別給付金等の市独
自の学生・若者世代への支援策はコ
ロナ禍・物価高騰のもとでの特例施
策ではなく、継続的な施策にしてい
くべきと考えるが見解は。
答　来年度以降の対応については調
査研究していきたい。

問　ＰＦＡＳ汚染地下水が水道水に
混ぜられている柳沢・東伏見の住民
の心情をどう理解しているか。
答　市民の水道水に関する不安の声
は聞いているが、水道局からは、暫
定目標値以下に管理していると聞い
ている。市長会を通じて都知事に対
策と情報提供を求める。 
意見　暫定目標値はあいまいなもの。
直ちに汚染地下水の取水を停止する
よう、都に強く要請すべき。
問　車イス用リフトバスと通常バス
の貸し切り料の差額は行政で補助す
べきでは。
答　都の補助制度について、障害者
団体へ周知する。
意見　補助が適用されるよう援助を。
問　新町福祉会館の地域利用規定の
緩和を。
答　近隣住民と協議の上、協力いた

だいているため、緩和はできない。
意見　建て替えの際には、地域住民
の意見を取り入れるよう求める。
問　気候危機対策として、家屋の高
断熱化の取組をしているか。
答　ゼロカーボンシティガイドライ
ンに基づいて進めている。
問　戦争遺跡に説明板の設置を。
答　戦争遺跡について市民が情報を
得やすくなるよう努める。

問　市民が公共施設を利用し涼をと
るクールシェアを市も行う予定はな
いか。
答　ロビーや空きスペースなどの利
用を視野に入れ調整する。
問　性犯罪の規定を大幅に見直した
改正刑法が７月に施行された。性暴
力根絶のために、市民周知が必要だ
が見解は。
答　警察等の関係機関とも連携しな
がら、性暴力の防止に向けて周知啓
発などに取り組む。
問　子どもたちが性暴力の加害者や
被害者、傍観者にならないようにと
いう目的で文部科学省が推進する
「生命の安全教育」が本格実施される。
市内小中学校での取組状況は。
答　「生命の安全教育」とは自分と
相手の心と体を大切にすること、自
分と相手を守る距離感を大切にする

こと、性暴力とは何かを知り、自分
にできることを考え実行すること、
被害に遭ったときの相談方法を知る
ことなどを指導するもの。各校の生
活主任を対象に研修等を実施し、充
実させていく。

その他の質問
◇震災用井戸のＰＦＡＳ濃度測定
◇中学校英語スピーキングテストの
総括

問　市内の飲用水源ではＰＦＡＳ濃
度の高い箇所がある。その上流には
工場跡地があり、平成 15 年に土壌
や地下水の汚染が見つかっている。
市の環境基本条例に基づき調査がさ
れたが当時ＰＦＡＳは規制対象外で
調査項目には入っていなかった。再
調査するべきだが見解は。
答　工場跡地の土壌等調査は一部に
おいて環境基準を上回る区画が確認
され、浄化対策が行われた。
意見　当時は今の基準がなかったか
ら再調査してほしいと言っている。
市民は不安を抱えている。調布市の
ように井戸水調査をすべきだ。
問　市内の特に過密化した３学童を
視察した。ある学童は児童１人が座
るだけのスペースしか遊べる場所が
ない状態で狭い空間でひしめき合っ
ていた。喫緊に増設など改善すべき

だが見解を伺う。また、長期休みの
宅配弁当導入について伺う。
答　学校や教育委員会と協議を行い
施設確保に努める。宅配弁当は導入
の検討を行っている。
問　来年度から特別支援教室が各学
校で開設されるが希望があれば拠点
校に通うことは可能か。
答　児童生徒の気持ちを尊重し、柔
軟に対応していく。

木造密集地域の都市防災強化を！
問　第９回地震に関する地域危険度
測量調査の建物倒壊・火災・総合危
険度ランク３と４の 15 町丁は市の
総面積の 12.8％に該当。これら木
造密集地域は、立地適正化計画の居
住誘導区域から除外し、生産緑地の
優先買取等で延焼遮断を講じるべき。
答　木造密集地域も国の指針を踏ま
え、居住誘導地域に含める。緑のオ
ープンスペースは検討の中で整理。
問　多摩東部地震の被害想定は焼失
棟数3,537棟、火災による死者は69
人、26市で最高レベル。総合防災
訓練は「火災防災強化」をテーマに。
答　模擬消火器の初期消火体験、感
震ブレーカーの啓発ブースを設け、
火災への備えを充実させる。
田無柳沢学童クラブの早期整備を
問　入札不調により、開設時期に支

障を来さない取組を求める。
答　教育委員会、学校と連携し、子
どもへの影響に配慮し調整を図る。
幼・保・小の特別支援教育連携強化
問　小学校と幼稚園・保育園が同じ
目線でお子さんの特性や課題と向き
合い、共有する取組が重要だ。
答　小学校教育への円滑な移行のた
め就学支援シートの活用や各校でス
タートカリキュラムを実施している。

問　田無柳沢学童クラブの新設工事
が入札不調となった。今後の対応は。
学童過密化はもう限界。解消に向け、
計画性とスピード感ある対応を。
答　現在検討中。喫緊の課題であり、
学校と協議し、施設確保に取り組む。
意見　定員超過のしわ寄せを子ども
に押し付けてはならない。指導員の
欠員・病欠も多い。過密化に伴う保
育の質と職場環境への影響をぜひ調
査してほしい。
問　自治会から防災備蓄倉庫を建て
る敷地が確保できないとの声がある。
公共施設への設置を検討できないか。
答　共助の取組は重要だが、公共施
設への倉庫設置には課題がある。
問　市が倉庫保管を防災資器材購入
の補助要件としているのに、設置を
支える仕組みがないのは問題だ。地
域防災の担い手とともに現場の課題

を出し合い、改善を進めてほしい。
答　説明会の機会等を活用して地域
の課題を伺い、柔軟に対応する。
問　田無駅南口の開発敷地内の樹木
をシンボルツリーとして残せないか。
答　市の所有ではない。街路樹は別
途選定する。
意見　既存樹木を最大限に生かすべ
き。コンテナ式喫煙スペース設置の
検討は白紙ベースで見直してほしい。

コロナ禍のもと、市の財政状況は回復傾向
この間の黒字額は市民生活に還元を！

PFAS汚染地下水の水道水への取水停止を
車イス用リフトバスの差額補助を !

日本共産党西東京市議団　中村　すぐる 日本共産党西東京市議団　やまき　明美

市内工場跡地周辺の地下水の再調査を！
学童クラブの過密化は早急に改善を！

「生命の安全教育」を着実に実施し
子どもの性暴力被害を防止しよう！

生活者ネットワーク　後藤　ゆう子 日本共産党西東京市議団　大竹　あつ子

関東大震災より100年　火災防災力向上へ
都市政策による木造密集地域の対策強化を

学童過密化、場当たり的な対応はもう限界！ 
自治会との協働で地域の防災力強化を！

無所属　納田　さおり 生活者ネットワーク　かとう　涼子

西東京市
Nishitokyo City

令和5年（2023年）11月15日 第103号3



保谷庁舎敷地田無駅南口の様子

消火体験のできるまちかど防災訓練車

問　学校の給食室にエアコンの設置
がなく、コンロの周りは 40 度を超
える。労働安全衛生法上、食の安全
の観点からも早急に対処すべき。
答　３校のみ設置。給食調理員は、
様々な熱中症対策を講じながら従事
している。改めて対策を検討する。
問　様々な対策とは。その効果は。
答　スポットクーラーはピンポイン
トの効果。クールベストは直接体を
冷やす効果がある。
意見　現場は大変に苦労されている。
既に次の夏に間に合わない課題であ
る。早急に検討していただきたい。
問　住民票やマイナンバーカードの
旧姓の併記について、一定の配慮が
必要である。市の認識は。
答　制度の丁寧な御案内に努める。
問　婚姻届は、戸籍謄本とマイナン
バーカードが必要。届出後ほっとし

た頃に、旧姓併記制度の案内通知が
来る。また市役所へ行き、戸籍謄本、
マイナンバーカードの提出となる。
具体的な改善方法は。
答　婚姻等の届出時、各種手続のチ
ラシにて御案内する。
意見　婚姻届のホームページでも御
案内して、１度の来所で手続が全て
整うことを目指し、検討していただ
きたい。

問　練馬区では自宅にエアコンが１
台もなく、経済的な事情から新規購
入が難しい世帯に対し、エアコンの
購入費用を助成している。本市でも
検討すべきでは。
答　国や東京都の動向や他自治体の
状況を注視する。

スポーツ施設の貸出し
問　熱中症警戒アラート発令時の対
応は。返金等は行っているのか。
答　暑さ指数の測定結果や熱中症警
戒アラートの発令情報を収集し、危
険と判断される場合は、御利用前に
利用中止の案内をするとともに、利
用料金を全額返金する取扱いとして
いる。

学校での熱中症対策
問　汗をかいた際には水分補給と同
時に塩分補給が必要だが、学校で塩
分補給できる環境があるのか。

答　休み時間や授業中でもこまめな
水分補給を指導している。部活動で
は、活動時間を短縮したり、スポー
ツドリンクの粉等を持ってきてよい
こととしたり、塩分チャージのタブ
レットを配布したりする等の対応を
行っている。
意見　マイボトル用の冷水機設置を。
タブレットや塩飴など塩分補給可能
なものの持参を認めては。

問　田無駅南口駅前交通広場の整備
について、今後の取組を問う。
答　修正設計の中で整備イメージ案
を作成中で、10 月末から 11 月初
旬頃に案を市民に提示。御意見を踏
まえて検討し、年度末に修正設計を
完了。公表は令和６年度を予定 。
問　西武柳沢駅南口周辺は、買物利
便性が向上する商業施設の集積を目
指すとしている。取組を問う。
答　都立東伏見公園が一部開園、東
伏見稲荷神社や石神井川の緑地を結
ぶ緑と水のネットワークが形成され、
人々の回遊性も期待できる。生活利
便性を高める商業施設などの機能誘
導をより戦略的に目指す。
問　マンション対策の課題を指摘し、
管理適正化の推進計画策定を提案し
てきた。現状と取組を問う。
答　８月に計画を策定し、適正な管

理計画を持つマンションの認定制度
を開始した。届出制度により把握し
ている管理不全の兆候が見られるマ
ンションは 11棟である。
問　市南部地域への特化型児童館の
整備に向け、地域の子どもや若者の
声を聞き、反映させるべき。
答　今後、中高生の声を聞くような
準備会等も進め、アンケートも取り
ながら声を聞いていく。

問　利用者の方々の状況に合わせた
相談体制の構築が重要。オンライン
相談の拡充を求める。見解は。
答　他自治体の事例等も参考に効果
的なＩＣＴ活用の検討に努める。
問　視覚に障がいがある方の情報取
得について、公的通知物などの「音
声コード」活用の拡充を。
答　庁内関係部署と調整を図りなが
ら取組の検討を進める。
問　強度行動障がいの方、御家族に
対する地域支援体制の整備は喫緊の
課題。見解を伺う。
答　次期障害者基本計画の策定の中
で取組の検討を進める。
問　保谷庁舎跡地の一時開放につい
て、イベントの開催やキッチンカー
の整備などでにぎわいの創出を図る
べきと考える。見解を伺う。
答　保谷庁舎敷地活用基本方針の考

え方を踏まえつつ、課題の整理に努
め検討していく。
問　現在小学校に配置されている学
校生活支援員について。中学校での
配置を検討すべきと考える。
答　学校生活支援員の配置は教職員
のみならず保護者の皆様からの御期
待に応えるものと認識。今後は配置
していない小学校１校、中学校の配
置について検討する。

問　子ども医療費は公明党の要望に
より、本年４月より保護者の所得に
関係なく、18歳まで通院１回につ
き200円で受診できるよう拡充した。
改めて200円の撤廃を求める。
答　医療費無償化について、都と
26市の協議が始まった。市区町村
の財政状況で自己負担などの格差が
生じないよう、医療費助成制度の再
構築を求める。
３・５・10号線の早期整備を求める
問　ひばりが丘団地南側を通る都市
計画道路３・５・10 号線の早期整
備を求める。
答　団地交番前から谷戸新道及び谷
戸新道から東側についても早期着手
を目指す。
意見　この道路整備で雨水幹線も整
備でき、これにより谷戸町２丁目コ
ープ前や緑町２丁目・３丁目地域の

抜本的な雨水溢水対策にもなり、旧
日特管の解消にもつながるはず。早
期整備を求める。
子どもの文化芸術団体への助成を！
問　６月議会で子どもの文化芸術団
体への助成制度創設の提案を行った。
これまでの検討状況を伺う。
答　現在策定中の第３期文化芸術振
興計画の中で、効果的な基金の活用
も含め検討している。

問　認知症が正しく理解され、安心
して希望を持って暮らせるよう、公
明党がリードした「認知症基本法」
が成立し、施策の永続性が担保され
た。本人の尊厳や御家族が孤立しな
いための支援、予防、研究について
の受け止めと取組を問う。
答　科学的知見に基づく研究の成果
が整備されることから、市民に説明
できる数値等に注視する。認知症の
方の尊厳の保持や、御家族への効果
的な支援策等を計画に盛り込む必要
があると考える。現行の関連計画と
の整合性を図り、検討していく。
問　地震の被害想定が 10 年ぶりに
見直され、火災消失棟数が５倍、死者、
負傷者も増大する。木造密集地域住
民へのリスクの周知が不十分であり、
避難行動要支援者の生命を守る対策
も急がれる。取組を問う。

答　火災増加は木密地域の延焼が一
因。消防署と連携し消火体験、自治
会町内会と連携し積極的周知に努め
る。避難要支援者への優先的計画の
策定対応が必要と考える。
問　文字だけの避難所看板を見直し、
地図表示など住民以外への周知にも
一層工夫が必要ではないか。
答　ハザードマップの表記など、分
かりやすい看板作成を検討していく。

＊ＩＣＴ　インフォメーション･アンド･コミュニケーション･テクノロジーの略。コンピュータやインターネットに関連する情報通信技術。

学校の給食室にエアコン設置を！
マイナンバーカード旧姓併記手続を簡単に‼

西東京市議会公明党　八矢　好美

今年の夏はとにかく暑かった！
「地球沸騰化」時代の熱中症対策を進めよ

無所属　田村　ひろゆき

市南部地域の計画的なまちづくりを！ すべての市民が安心して暮らせるまちづくり
利用者の状況に合わせた相談体制の構築を

西東京市議会公明党　大林　光昭 西東京市議会公明党　田代　伸之

公明の推進で子ども医療費を18歳まで拡充
自己負担 200円の撤廃を改めて求める！

認知症が正しく理解され、尊厳が保たれ、
安心して希望を持って暮らせる西東京市を‼

西東京市議会公明党　佐藤　公男 西東京市議会公明党　藤田　美智子

＊

西東京市
Nishitokyo City
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石神井川（南町三丁目付近） GIGAスクールイメージ

田無第三中学校郷土資料室

第３次総合計画
問　計画策定に当たり、市長の思い、
主要施策は何か。
答　少子高齢化や環境問題、デジタ
ル社会への対応を確実に進めるため、
子ども・平和事業・ゼロカーボンシ
ティ実現などに取り組む。

次年度予算編成
問　市長はコロナ禍の中で借金を減
らし、財政の健全化に力を入れてき
た。今後の財政運営の考え方は。
答　次世代への責任ある財政運営に
取り組んでいる。公共施設などの更
新に備え、持続可能な自治体運営を
行う。
ＧＩＧＡスクールのさらなる活用

問　来年末からＧＩＧＡスクール構
想は第２期を迎える。実践的で創造
的な学びのため、新しい取組が必要
と考えるが見解は。

答　児童生徒が自立した学びにつな
げていけるよう、学習用アプリ導入
やタブレット活用制限の見直しを検
討する。

祭りの継承
問　今年は久しぶりに市内各地でお
祭りが開催された。大切な地域の財
産を残していくための取組は。
答　補助金などを活用しながらお祭
りを次世代へとつないでいく。

問　特別支援教室の小集団指導は、
市内に設置された拠点校に児童生徒
が通い、指導を受けていた。送迎な
ど保護者の負担が大変だ。令和６年
度から改編のメリットは。
答　令和６年度から児童・生徒が在
籍している学校に巡回指導担当の教
員が出向き、通うことなく指導を受
けられるようになり、保護者の送迎
の負担を軽減できる。児童生徒一人
一人に合った学びの場所を提供する
よう指導・助言する。
意見　ようやくかという思いである。
問　埼玉県本庄市で壮絶な虐待を受
けた５歳の男の子が住宅の床下で見
つかった事件、また兵庫県神戸市で
６歳の男の子の遺体をスーツケース
で運び草むらに捨て母親とその兄弟
が逮捕される事件があった。市の子
ども家庭支援センターの取組は。

答　令和４年度虐待件数は 501 件。
いかなる事例に対しても真摯に向き
合い、小平児童相談所と情報を共有
しながら子どもたちを全力で守る。
問　新型コロナウイルス感染症が増
えていると聞く。市長はどういう対
策を示すのか。
答　自分がうつらない、うつさない
ことが大切。感染予防対策について
私自身も率先して取り組む。

石神井川上流地下調節池
問　東京都では治水事業の一環とし
て石神井川上流地下調節池事業を行
っている。令和４年度には工事の設
計と用地に関する測量調査を進め、
都市計画事業の認可を取得している
が、今後の東京都の事業スケジュー
ルについて伺う。
答　東京都に確認をしたところ、南
町調節池部分は、今年度は引き続き
工事の設計を進め、10月から令和
６年度にかけて、搬出入路の整備な
どの準備工事に着手、令和７年度か
ら本工事に着手、工事期間は約10
年程度を予定しているとのこと。
意見　工事期間中には騒音や振動が
発生し工事車両の通行もあることか
ら、工事を安全かつ円滑に進めてい
くためには、近隣の居住者の方々の
御理解と御協力は欠かせないものと

考える。そして、周辺の公園や遊歩
道は貴重な憩いの場であることから、
子どもの遊び場が長期間使えなくな
ることがないように、代替地の整備
も含め東京都と協議いただくことも
要望する。

その他の質問
◇物価高騰対策
◇地域防災計画
◇小中学校の教育

問　小中学校での生成ＡＩの利用に
関する考え方は。
答　学習指導要領は、情報活用能力
を学習の基盤となる資質・能力と位
置づけ、情報技術を学習や日常生活
に活用できるようにすることの重要
性を強調している。生成ＡＩを、近
い将来、使いこなすための能力を意
識的に育てていくことが求められて
いる。同技術は発展途上にあるため、
偽情報の拡散、批判的な思考力や創
造性、学習意欲への影響などの懸念
を指摘されている。年齢制限等利用
規約の遵守や、ＡＩには自我や人格
がないこと、生成ＡＩに全てを委ね
るのではなく、自己の判断や考えが
重要であることを十分に理解させる
ことが大切である。学ぶことの意義
について理解を深める指導を引き続
き重視し、本市が推し進める体験活

動や探求的な学びについてもこれま
で以上に充実させ、デジタル技術の
活用が学習や日常生活にバランスよ
く調和するよう、一層留意した教育
活動を展開していく。
意見　本市では、小中学校における
実体験の価値、主体的・対話的で深
い学びの実現に力を入れていると理
解している。引き続きその取組をし
っかりと続けてほしい。

ひきこもり対策の今後
問　実態調査が必要だが、見解は。
答　支援のニーズが多様化・複雑化
し、世代、年齢を問わないひきこも
りの問題に対しても、支援体制の拡
充が求められる。まず市内の実態を
把握し、それを基に今後の支援の在
り方、体制などの検討を進める。
防災市民組織保有の倉庫の置き場所
問　防災市民組織強化の推進には、
資機材の保管場所は一つの課題。ど
のように対応を進めていくのか。
答　防災市民組織からの御意見など
も踏まえ、柔軟に体制構築が行える
よう見直しを検討する。
意見　他自治体では公園などに防災
倉庫を置いている例がある。倉庫敷
地の地代補助、空き家活用なら家賃
補助、もしくは公園など公共施設に
倉庫を置けるようにしてほしい。

地域博物館
問　郷土資料室の収蔵物保管場所が
足りていない。見解を問う。
答　現在作成中の第２期文化財保存
活用計画の中で地域博物館建設に向
けた考え方を整理している。
意見　今ある郷土資料室は大変すば
らしい。さらに充実・拡大させてい
くような地域博物館をつくっていた
だきたい。

問　高齢者施策について伺う。
答　見守り活動の主体や見守られる
側の状況に応じたポストコロナを踏
まえた活動の在り方を検討する。
要望　見守りとＡＩやＩＣＴは意外
にも親和性が高い。次期計画策定に
向けＩＣＴの活用などの視点が必要。
問　田無三中は市内小中学校で最も
古い建築年の校舎だ。建て替えに当
たり公共施設の集約化・複合化等を
どのように整理していくのか。
答　学校施設適正規模・適正配置に
関する基本方針に基づき、適正な学
校規模の確保や学校施設の有効活用
と多機能化・複合化の観点から検討
をしている。環境整備の方向性や教
育の情報化なども現在策定中の学校
施設個別施設計画の中で整理した上
で、教育環境の質的向上に努める。
問　日本版ＤＢＳの状況とその動向

に対する市長の認識を問う。
答　市職員の採用制度の検討や子ど
も施策の実施の取組として有識者会
議や国の動向を注視していく。

無電柱化の推進
要望　無電柱化は駅周辺の景観と都
市環境を改善し持続可能な未来に向
けた重要なステップになる。田無駅
北口駅前通りの新青梅街道まで無電
柱化を早期に実現してほしい。

＊生成ＡＩ　さまざまなコンテンツを生成できるＡＩのこと。データのパターンや関係を学習し、新しいコンテンツを生成する。
＊日本版ＤＢＳ　性犯罪の犯罪歴がある人物が、子どもに関わる職業に就くことを制限する制度。

みんなで西東京市の未来をつくろう！
責任ある財政で健全な自治体運営を

ひたむきに努力を続ければ
いつか願いは叶う

自由民主党西東京市議団　山田　忠良 無所属　小峰　和美

東京都が実施する南町調節池の工事 生成ＡＩなどをどのように使いこなすのか
主体的・対話的・深い学びの推進を

自由民主党西東京市議団　とみなが　ゆうじ 自由民主党西東京市議団　中川　清志

高齢者施策、日本版ＤＢＳ、無電柱化
田無三中の建て替え、田無駅南口の進捗

ひきこもりの実態調査の実施を！
防災倉庫の置き場所探しに課題あり

自由民主党西東京市議団　保谷　なおみ 自由民主党西東京市議団　坂井　かずひこ

＊

＊
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保谷庁舎敷地入口

市内のマンション

碧山小学校開校60周年記念式典の様子

大阪府池田市にて 兵庫県伊丹市にて

問　新型コロナウイルス感染症対策
の現状について伺う。
答　５月から５類に移行し、感染状
況は全数から定点把握に変更。患者
報告数は前回より低く、年齢では
10、40 代が多い。高齢者のワクチ
ン接種は都・国より３ポイント上回
り、秋接種は９月20日より開始。ワ
クチンは重症化リスク者には有効。
意見　今後の感染状況に注視し、医
師会との連携のもと対応願う。
問　各駅での完全な分煙のための喫
煙所設置について、考えを問う。
答　完全分煙を前提とし検討してい
る。コンテナ型や空き店舗を利用し
た設置など調査研究していく。
意見　元の喫煙所などでは、トラブ
ルあり。災害時には大きなトラブル
が予想される。早急な対応を願う。
問　３・４・９号線の進捗を伺う。

答　六角地蔵尊交差点まで用地取得
完了。保谷調布線から谷戸新道は認
可期間が令和10年３月末日まで進行
中。農場通りの横断歩道は警視庁と
都が協議で設置予定。北原二丁目バ
ス停前の横断歩道は全線完成時に安
全な道路となるよう要望する。
意見　北原二丁目バス停の歩道設置
は、誰のための道路なのかを考え、
事故が起きないうちに設置を望む。

公共施設等総合管理計画
問　行政全体で10年間に必要な削減
額はいくらで、公共施設の再編でど
の程度の削減額を求めるのか。
答　施設別行政コスト計算書を活用
し削減すべき効果額を設定していく。
問　第４次総合計画では庁舎の文言
は一切出てこない。保谷庁舎は明保
中圏域、田無庁舎は田無四中圏域で
ある。庁舎機能によっては圏域の施
設に影響を及ぼすが、10年間庁舎の
議論を放置するつもりか。
答　庁舎は公共施設の１つとして捉
えており、計画期間内に庁内検討や
他自治体の事例研究は行っていく。

事業者支援・商店街振興
問　事業者への支援検討内容や商店
街の行うイベントが地域に及ぼす効
果や市民の受止めへの認識は。
答　物価高騰や海外情勢のリスクに

ついて注視し、事業者の動向を踏ま
え適切な対応に努める。各種イベン
トについては、地域のにぎわい創出
を担っている。また多くの市民が開
催を待ち望んでいた。今後の推進策
についても検討する。
意見　平成14年時と比較すると商店
会の数は半数以下になっている。コ
ロナ後や物価高騰対応として引き続
き補助率の維持を行うべきである。

問　不登校生徒が安心して通い、生
徒にあったカリキュラムで進学もサ
ポートできる「不登校特例校」の可
能性について、市はどのように考え
ているか。
答　不登校特例校については、生徒
の実態に合わせて特別に編成された
教育課程に基づき教育ができる学校
だと認識はしている。市では現在、
適応指導教室スキップ教室、不登校
ひきこもり相談室Ｎｉｃｏｍｏルー
ムやフリースペースのニコモテラス
を開設して段階的な支援をしている。
引き続き既存の取組を推進していく。
意見　不登校特例校は、生徒一人一
人にあった指導だけでなく、進学な
どのフォローも手厚い。また、特例
校の先生は、生徒の興味がわく授業、
学習意欲を向上させる授業を意識し
て特別なカリキュラムをつくってい

く。その過程を通して先生の教える
力も向上し、ひいては西東京市全体
の教育の質も上がると考える。先進
事例をもとに調査研究をし、西東京
市にも設立を求める。

その他の質問
◇安全安心な教育環境
◇学校給食無償化
◇産後ケア・育児サポート等

問　豪華庁舎は必要ないが、機能的
な庁舎の整備は災害時に市民の命と
安全を守る最優先事項の１つだ。
答　庁舎統合の時期を令和30年度
へと見直した。現在の庁舎体制の中
で迅速かつ適切な対応を図りたい。
問　在宅避難が原則のため大規模マ
ンションは発災時には大規模避難所
となる。平時からの備えといざとい
うときのサポートが必要だ。
答　市の地域防災計画改定でマンシ
ョン防災対策の位置づけを予定して
いる。様々な方法を活用し自助・共
助・公助の取組を強化したい。
問　様子見ではなく、学校給食無償
化の早期実施を求める。
答　国策として国が取り組むべき課
題だ。市長会等で要望している。
問　道交法改正により電動キックボ
ードは免許なしで利用できるが、構

造上転倒しやすく大変危険だ。積極
的な安全対策を求める。
答　安全利用の周知に取り組み、必
要な対策を警察等と検討したい。
問　観光担当職員を配置すべきだ。
映画やドラマ、アニメの舞台に選ば
れるようフィルムコミッションへの
積極的な取組を求める。
答　近隣自治体の動向等を踏まえ、
研究、検討する。

10月27日に碧山小学校の開校60周年記念式典、11月２日に田無小
学校の創立150周年記念式典が行われ、議長が参列し、祝辞を述べま
した。
開校・創立以来、長きにわたり児童の学びと成長を支えてくださっ
た皆様、また、学校運営に御理解と御協力をいただいた地域の皆様に、
心から敬意を表すとともに、碧山小学校、田無小学校のよりよい未来
に向け、ますますの御発展を祈念いたします。

日程/視察先  ７月31日/大阪府池田市
視察事項　人材育成について

　池田市は、職員の採用と育成の好循
環や、圏域経営を意識した政策提言と
その実践を目指し、人材育成基本方針
を定めています。
　今回は人材育成基本方針、人事評価
制度の活用、いけだウォンバット塾等
の市職員の人材育成の独自の取組につ
いて視察させていただきました。

日程/視察先　８月１日/兵庫県伊丹市
視察事項　公共施設の再配置について

　伊丹市は、公共施設再配置基本計画
を策定し、公共施設マネジメントを推
進しています。
　今回は施設分類別の再配置方針、再
配置基本計画、具体的な取組事例、基本
条例、これからの取組などについて視
察させていただきました。

報告者/企画総務委員長　後藤　ゆう子　　　参加/委員８名

企画総務委員会　視察REPROT

新型コロナウイルス感染症対策
駅前の分煙、３・４・９号線の進捗

自由民主党西東京市議団　小林　たつや

公共施設再編による目標効果額を示せ‼
市内経済への支援策を怠るな‼

自由民主党西東京市議団　稲垣　裕二

生徒に合わせたカリキュラムで
安心して通える不登校特例校の設置の検討を

維新・国民民主　鈴木　ゆうま

学校給食無償化の早期実施を求める！
災害時に市民の命と安全を守る庁舎の整備を

維新・国民民主　山崎　英昭

市内小学校の開校周年式典に
参列しました

議長公務企画総務委員会　視察REPROT

西東京市
Nishitokyo City
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令和５年度一般会計補正予算（第４号・第５号）の概要

補正
予算

第4号

第5号

43億7,010万4,000円

△9,899万8,000円

※853億5,895万3,000円

主な補正内容 金額

予算現額

※予算現額は補正予算（第1号～第5号）を含みます。

・田無柳沢学童クラブ整備事業の見直し
・市道での事故に係る損害賠償への対応

・第２子の保育料無償化
・学童クラブの児童の安全対策
・妊婦の検査をはじめとする出産・子育
て家庭への支援

・芝久保第二運動場用地の返還

◆
一
般
会
計
（
第
４
号
）

【
主
な
補
正
内
容
】

　
決
算
に
伴
う
関
連
予
算
の
補

正
の
ほ
か
、
新
規
・
追
加
の
財

政
需
要
等
へ
対
応
す
る
も
の
。

　
ま
た
、
芝
久
保
第
二
運
動
場

用
地
の
返
還
に
伴
う
体
育
施
設

指
定
管
理
料
の
変
更
を
行
う
も

の
。

【
主
な
質
疑
】

本
市
独
自
の
事
業
者
支
援

〜
物
価
高
騰
等
対
策
運
転
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
創
設
〜

問　
今
回
の
事
業
者
支
援
の
予

算
規
模
は
４
千
700
万
円
だ
が
、

創
設
の
背
景
と
考
え
方
は
。

答　
西
東
京
商
工
会
や
金
融
機

関
か
ら
、
今
後
は
特
に
資
金
繰

り
、
人
材
確
保
や
販
路
拡
大
な

ど
の
経
営
支
援
が
必
要
な
状
況

で
あ
る
と
の
御
意
見
を
伺
っ
た
。

物
価
高
騰
等
が
長
期
化
す
る
中

で
も
、
将
来
に
向
け
て
生
産
性

の
向
上
や
経
営
改
善
を
目
指
す

事
業
者
の
方
々
を
支
援
す
る
取

組
と
し
て
、
今
回
新
た
な
融
資

制
度
を
提
案
し
た
。

問　
事
業
者
支
援
と
一
口
に
言

っ
て
も
様
々
。
今
回
の
事
業
者

支
援
の
考
え
方
は
。

答　
経
営
基
盤
の
支
援
に
当
た

る
と
考
え
て
い
る
。

第
２
子
の
保
育
料
無
償
化

問　
無
償
化
の
対
象
家
庭
は
。

答　
兄
弟
の
年
齢
や
所
得
に
関

係
な
く
、
第
２
子
以
降
は
完
全

に
無
償
化
と
な
る
。

問　
ど
の
保
育
施
設
で
も
一
律

で
保
護
者
の
負
担
金
な
く
無
償

化
と
い
う
こ
と
か
。

答　
認
可
保
育
所
は
公
立
・
私

立
等
を
含
め
、
保
育
料
の
保
護

者
負
担
は
な
い
。
た
だ
し
認
可

外
保
育
所
は
、
特
色
あ
る
独
自

の
教
育
・
保
育
を
行
う
な
ど

様
々
な
形
態
が
あ
り
、
保
護
者

負
担
が
一
部
発
生
す
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
の
安
全
対

策問　
学
童
ク
ラ
ブ
入
退
室
管
理

シ
ス
テ
ム
の
概
要
は
。

答　
シ
ス
テ
ム
の
主
な
機
能
は
、

保
護
者
へ
の
入
退
室
通
知
機
能
、

ア
プ
リ
等
に
よ
る
施
設
か
ら
の

お
知
ら
せ
の
送
付
、
入
退
室
状

況
管
理
機
能
の
３
点
で
あ
る
。

問　
学
童
ク
ラ
ブ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

に
お
け
る
国
・
都
の
補
助
を
受

け
て
の
実
施
だ
が
、
市
に
お
い

て
、
ま
た
子
育
て
支
援
と
い
う

視
点
に
お
い
て
、
シ
ス
テ
ム
構

築
ま
で
の
経
緯
と
背
景
は
。

答　
保
護
者
の
方
か
ら
の
「
お

休
み
の
連
絡
が
メ
ー
ル
で
で
き

る
と
い
い
」、「
登
所
・
下
所
の

連
絡
が
メ
ー
ル
で
来
る
と
い

い
」
な
ど
の
御
意
見
や
、
定
員

超
過
の
状
況
が
続
く
学
童
ク
ラ

ブ
の
現
場
か
ら
の
「
職
員
負
担

の
軽
減
に
つ
な
が
る
」
と
い
う

声
を
踏
ま
え
、
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
提
案
す
る
に
至
っ
た
。

妊
婦
へ
の
超
音
波
検
査
の
助
成

問　
都
の
補
助
制
度
を
活
用
し

て
行
わ
れ
る
妊
婦
へ
の
超
音
波

検
査
の
助
成
だ
が
、
公
費
負
担

の
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
。

答　
厚
生
労
働
省
が
示
し
て
い

る
基
準
の
４
回
全
て
が
公
費
負

担
と
な
る
。

問　
受
診
の
対
象
に
な
る
妊
婦

へ
の
案
内
方
法
は
。

答　
妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て

は
、
た
ま
ご
面
接
の
と
き
に
案

「
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
都
市
計
画
税
率
を
100

分
の
0.3
か
ら
引
き
下
げ
、
100
分

の
0.25
と
す
る
特
例
措
置
が
令
和

５
年
度
末
を
も
っ
て
終
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
令
和
６
年
度
か

ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
各
年
度

分
に
適
用
す
る
都
市
計
画
税
率

を
100
分
の
0.25
と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
な
ぜ
現
行
税
率
維
持
と
な

っ
た
の
か
。

答　
事
業
の
今
後
の
方
向
性
を

示
す
総
合
計
画
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
の
各
種
計

画
が
策
定
中
で
あ
る
こ
と
、
令

和
８
年
度
以
降
の
都
市
計
画
道

路
整
備
方
針
が
未
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
存
の
事
業
計
画
に

基
づ
き
税
率
を
判
断
し
た
。

問　
家
計
負
担
の
影
響
額
の
試

算
は
し
た
の
か
。

答　
税
率
0.01
％
の
影
響
額
を
試

算
。
一
般
的
な
建
て
売
り
住
宅

に
お
い
て
、
税
率
0.01
％
の
場
合

は
年
税
額
ベ
ー
ス
で
936
円
、
都

市
計
画
税
全
体
で
は
年
間
で
１

億
500
万
円
程
度
の
影
響
額
。

問　
現
在
の
基
金
残
高
で
今
後

の
都
市
計
画
事
業
の
充
足
が
可

能
か
。

答　
適
切
に
起
債
等
を
組
み
合

わ
せ
な
が
ら
運
用
す
る
こ
と
に

よ
り
十
分
充
足
可
能
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

「
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
の
変
更
に
つ

い
て
」

【
説
明
】
借
用
し
て
い
る
芝
久

保
第
二
運
動
場
敷
地
の
返
還
申

入
れ
に
伴
い
、
条
例
の
規
定
整

備
と
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
の
議
決
内
容
の
変
更
を

行
う
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問　
改
修
工
事
の
市
民
へ
の
周

知
方
法
は
。

答　
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

チ
ラ
シ
で
案
内
し
、
併
せ
て
10

月
中
に
は
説
明
会
を
開
催
す
る

予
定
。

問　
自
力
で
代
替
施
設
を
探
す

の
は
容
易
で
は
な
い
。
事
前
対

策
は
し
て
い
な
い
の
か
。

答　
利
用
者
の
方
の
意
向
や
質

問
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
土
地
の
購
入
の
検
討
は
し

な
か
っ
た
の
か
。

答　
庁
内
及
び
理
事
者
を
含
め

た
検
討
、
調
整
は
行
っ
て
き
た

が
財
源
面
も
含
め
て
か
な
り
の

課
題
が
あ
っ
た
。

問　
平
成
29
年
の
東
町
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
閉
鎖
後
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
確
保
を
は
じ
め
、
運
動
機

会
の
確
保
に
向
け
て
市
は
ど
の

よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
き
た
の

か
。

答　
近
隣
の
代
替
施
設
を
案
内

し
、
ま
た
文
理
台
公
園
を
含
め

た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
中
で
検
討

を
進
め
て
き
た
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
説
明
】
中
小
企
業
に
対
す
る

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
う
ち
、

物
価
高
騰
等
対
策
運
転
資
金
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
創
設
す
る

も
の
で
あ
り
、
物
価
高
騰
に
よ

り
収
益
の
改
善
に
つ
な
が
ら
な

い
市
内
事
業
者
の
経
営
改
善
を

支
援
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
最
低
融
資
額
は
あ
る
の
か
。 

信
用
保
証
料
の
補
給
の
方
法
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

繰
上
げ
て
の
一
括
返
済
は
可
能

か
。
据
置
期
間
は
返
済
期
間
に

含
ま
れ
る
の
か
。

答　
金
融
機
関
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
最
低
融
資
額
の
取
り
決

め
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

信
用
保
証
料
の
補
給
に
つ
い
て

は
後
日
、
本
市
か
ら
事
業
者
の

口
座
に
振
込
み
を
す
る
。
繰
上

げ
て
の
一
括
返
済
は
で
き
る
。 

返
済
期
間
は
償
還
期
間
か
ら
据

置
期
間
を
引
い
た
期
間
と
な
る
。

問　
使
途
が
運
転
資
金
目
的
か

ど
う
か
は
ど
こ
が
判
断
す
る
の

か
。
ま
た
使
途
の
結
果
は
ど
こ

が
確
認
を
行
う
の
か
。 

答　
判
定
及
び
確
認
は
金
融
機

関
及
び
信
用
保
証
協
会
が
行
う
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

内
し
て
い
る
。

芝
久
保
第
二
運
動
場
用
地
の
返

還問　
芝
久
保
第
二
運
動
場
を
活

用
し
た
テ
ニ
ス
の
市
民
大
会
や
、

市
民
向
け
講
習
会
な
ど
も
開
催

さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
方
々
に

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
機
会
の
確
保
と
い
う
点
で
、

今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答　
テ
ニ
ス
の
競
技
は
、
ひ
ば

り
ア
ム
、
芝
久
保
第
二
運
動
場

も
活
用
し
、
都
立
小
金
井
公
園

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
お
借
り
し

て
大
会
を
実
施
し
て
い
た
。
今

後
、
芝
久
保
第
二
運
動
場
の
閉

鎖
に
よ
り
、
体
育
協
会
の
方
と

調
整
の
上
、
実
施
し
て
い
く
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
（
第
５
号
）

【
主
な
補
正
内
容
】

　
田
無
柳
沢
学
童
ク
ラ
ブ
整
備

事
業
の
見
直
し
の
ほ
か
、
市
道

で
の
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
に

対
応
す
る
た
め
の
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

田
無
柳
沢
学
童
ク
ラ
ブ
整
備

問　
整
備
事
業
の
入
札
が
不
調

と
な
っ
た
主
な
理
由
は
。

答　
他
の
工
事
案
件
の
受
注
な

ど
に
よ
る
技
術
者
の
配
置
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
技
術

者
の
不
足
に
よ
る
も
の
。

問　
開
設
予
定
の
時
期
は
。

答　
令
和
８
年
１
月
を
予
定
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
１
号
）

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

（
第
１
号
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
１
号
）

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

常任委員会
中継

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
委

員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
第
３
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で

の
主
な
審
査
内
容
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
審
査
内
容
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。
常
任
委
員
会
の
模
様
は
、
常
任
委
員
会
中
継
か
ら
視
聴
で
き
ま
す
。

　
※

公
開
期
間
は
、
次
の
定
例
会
の
委
員
会
の
録
画
中
継
が
公
開
さ
れ
る
ま
で
で
す
。

委
員
会
の
審
査
か
ら

　
令
和
５
年
度
補
正
予
算
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。   「
会
議
録
の
公
開
予

定
」
は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

西東京市
Nishitokyo City
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基
本
目
標
１

　

み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち

基
本
目
標
２

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
ま
ち

基
本
目
標
３

　

笑
顔
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち

基
本
目
標
４

　

環
境
に
や
さ
し
い
持
続
可
能
な
ま
ち

基
本
目
標
５

　
安
全
で
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

基
本
目
標
６

　

活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち

＜基本目標実現のための体制づくり＞
分野横断的な連携+さまざまな主体と協働

基本理念　ともにみらいにつなぐ　やさしさといこいの西東京

基本構想

基本計画

実施計画

目指すべき将来像や
まちづくりの方向性
等を示すもの

【
市
か
ら
説
明
】

　
本
市
の
総
合
計
画
は
、
基
本

構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画

の
３
層
構
造
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
、
学
識
経
験
者

と
公
募
市
民
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
総
合
計
画
策
定
審
議
会
を

中
心
に
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　
令
和
３
年
度
は
、
現
状
分
析

の
ほ
か
、
策
定
に
当
た
っ
て
の

基
本
方
針
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
基
本
構
想
・

基
本
計
画
案
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
、「
市
民
意
識
調
査
」「
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
、

市
民
参
加
の
取
組
を
実
施
し
た
。

　
以
上
の
検
討
の
結
果
、
令
和

５
年
度
に
「
中
間
ま
と
め
」
を

作
成
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
行
い
、
市
民
意
見
を
再
度

審
議
会
で
検
討
し
た
。
そ
の
結

果
を
市
長
に
答
申
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
基
本
構
想
は
、
議
会
で
議
決

さ
れ
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
内
容

が
固
ま
る
が
、
基
本
計
画
に
つ

い
て
は
、
今
後
主
要
事
業
の
選

定
や
財
政
見
直
し
の
検
討
を
経

て
、
令
和
５
年
度
末
を
目
途
に

策
定
を
進
め
て
い
る
。

【
主
な
質
疑
】

第
２
次
総
合
計
画
の
評
価

問　
過
去
20
年
を
振
り
返
る
と
、

東
日
本
大
震
災
や
コ
ロ
ナ
の
感

染
症
な
ど
、
社
会
で
大
き
な
出

来
事
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
対
応
が
今
回
の
第
３
次
計

画
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答　
第
２
次
総
合
計
画
の
時
は

策
定
前
に
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
り
、
助
け
合
い
、
人
と
の
つ

な
が
り
の
必
要
性
な
ど
に
着
目

し
た
。
第
３
次
総
合
計
画
で
は
、

大
き
く
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
日

常
生
活
の
変
化
や
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
の
ほ
か
、
地
域
に
お
け

る
学
校
の
役
割
の
再
認
識
な
ど
、

教
育
分
野
の
変
化
に
つ
い
て
も

新
た
に
認
識
し
て
い
る
。
第
３

次
総
合
計
画
で
は
、
そ
の
よ
う

な
観
点
も
踏
ま
え
て
審
議
会
に

て
検
討
し
た
。

市
長
の
想
い

問　
第
３
次
総
合
計
画
は
、
池

澤
市
長
が
自
ら
の
思
い
を
込
め

る
こ
と
が
で
き
る
総
合
計
画
。

市
長
の
公
約
は
、
計
画
の
ど
こ

に
反
映
さ
れ
た
の
か
。

答　
本
計
画
の
特
徴
と
し
て
は
、

ま
ず
市
長
が
掲
げ
て
い
る
子
ど

も
が
「
ど
真
ん
中
」
の
ま
ち
づ

く
り
を
、
基
本
目
標
２
に
て
ま

と
め
て
い
る
。
ま
た
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
受
け
、

環
境
に
対
す
る
施
策
の
名
称
を

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
推

進
」
と
し
て
修
正
し
て
い
る
。

平
和
事
業
で
は
、
基
本
目
標
１

に
て
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

や
若
者
が
自
ら
人
権
や
平
和
に

つ
い
て
考
え
、
平
和
を
尊
ぶ
意

識
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

審
議
会
へ
の
学
生
参
加

問　
審
議
会
の
委
員
と
し
て
、

学
生
を
入
れ
た
意
図
、
ま
た
そ

の
評
価
は
。

答　
若
者
の
市
政
へ
の
参
画
を

主
眼
に
置
い
た
。
若
者
の
意
見

を
と
い
う
よ
り
、
バ
ラ
ン
ス
よ

く
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
て
意
見
等
を
頂
い
た
。

多
様
性

問　
多
様
性
を
認
め
合
う
と
い

っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
は
。

答　
基
本
目
標
１
の
中
で
多
様

性
を
認
め
合
う
社
会
の
構
築
を

位
置
づ
け
、「
誰
も
が
、
人
種
、

国
籍
、 

性
別
、 

年
齢
、 

信
条
、社

会
的
身
分
を
尊
重
し
て
い
く
」

と
い
う
表
現
を
し
、
偏
見
や
差

別
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
一
人

一
人
の
人
権
を
尊
重
す
る
と
し

て
い
る
。

子
ど
も
の
権
利

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
を
進
め
る
上
で
、
学
校
に
関

わ
る
全
て
の
人
た
ち
が
こ
れ
を

ど
う
捉
え
て
い
く
の
か
と
い
う

の
が
課
題
。
本
計
画
に
お
け
る

子
ど
も
の
権
利
の
位
置
づ
け
は
。

答　
「
子
ど
も
が
健
や
か
に
育

つ
ま
ち
」
に
て
、
子
ど
も
条
例

を
踏
ま
え
た
取
組
を
進
め
る
と

位
置
づ
け
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
第
３
次
基
本
構
想
及
び
基
本

計
画
に
示
す
施
策
の
目
標
に
つ

い
て
」
を
議
決
す
る
に
あ
た
り
、

議
員
よ
り
提
出
議
案
と
し
て
次

の
附
帯
決
議
が
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

「
第
３
次
基
本
構
想
及
び
基
本

計
画
に
示
す
施
策
の
目
標
に
つ

い
て
に
関
す
る
附
帯
決
議
」

概
要　
「
第
３
次
基
本
構
想
及

び
基
本
計
画
に
示
す
施
策
の
目

標
に
つ
い
て
」
に
関
し
、
基
本

計
画
策
定
の
過
程
に
お
い
て
、

適
時
適
切
に
議
会
に
対
し
て
経

過
報
告
の
機
会
を
設
け
、
総
合

計
画
策
定
審
議
会
の
議
論
を
尊

重
し
た
上
で
、
議
会
全
体
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
努
め

る
よ
う
求
め
る
。

「第３次基本構想」に、附帯決議をつけ、可決！
西東京市の次の10年の指針となる総合計画を審査

◇審査内容の詳細は会議録に掲載します。「会議録の公開予定」は10面をご覧ください。

附帯決議（ふたいけつぎ）
　議案を議決するにあたって、議会の要望等を意見として付すもののこと
です。法律的な効果はありませんが、政治的に尊重されるべきものとされ
ています。

議案（ぎあん）
　市長が市議会に提案する「市の仕事の計画」、「市のルール」、「市のお金
の使い方」など、市議会で話し合われるテーマの一つ一つのことです。

採決（さいけつ）
　市議会での話し合いに基づいて、賛成か反対かを多数決で決めることです。

審議会（しんぎかい）
　市から依頼された事項について、調査・議論などをして、回答として意
見をまとめる会議のことです。市民の代表や学識経験者などが集まって検
討します。

西
東
京
市
第
３
次
基
本
構
想

及
び
基
本
計
画
に
示
す
施
策

の
目
標

附
帯
決
議

議会 I N FO 用語の解説

基本構想審査特別委員会の審査から

西東京市
Nishitokyo City
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一般会計 872億629万円 836億8,642万円

特別会計 428億2,525万円 419億9,643万円

 国民健康保険 193億2,109万円 190億5,686万円

 駐車場事業 1億2,135万円 1億1,645万円

 介護保険 181億9,713万円 176億7,715万円

 後期高齢者医療 51億8,567万円 51億4,596万円

　　　合　　　　　計 1,300億3,155万円 1,256億8,285万円

下水道事業会計

 収益的収支 31億2,653万円 30億856万円

 資本的収支 3億3,376万円 8億371万円

会計名 歳入決算額 歳出決算額

収入決算額 支出決算額

※千円以下は切り捨て

※表示単位未満を切り捨てているため、合計額と一致しない場合があります。

令和４年度各会計決算の概要

※

採決の様子

◆
一
般
会
計

【
主
な
質
疑
】

旧
市
民
会
館
の
解
体

問　
市
民
会
館
が
閉
館
に
な
り
、

多
く
の
方
が
利
用
し
て
い
た
学

習
室
が
な
く
な
っ
た
。
令
和
４

年
度
ま
で
に
拡
充
さ
れ
た
学
習

ス
ペ
ー
ス
は
。

答　
子
ど
も
を
は
じ
め
市
民
の

皆
様
が
広
く
学
習
の
場
と
し
て

使
え
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努

め
て
き
た
。
令
和
４
年
度
末
の

実
績
は
、
全
部
で
33
施
設
44
か

所
用
意
し
て
い
る
。

問　
旧
市
民
会
館
の
解
体
に
つ

い
て
は
、
工
法
の
変
更
や
延
伸

な
ど
、
様
々
な
課
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
検
証
が
な
さ
れ
、
改
善
策
が

講
じ
ら
れ
た
の
か
。

答　
業
務
の
過
密
化
等
に
よ
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
不
全
が

起
こ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
。

改
善
に
向
け
、
ま
ず
は
職
員
の

意
識
改
革
、
技
術
的
な
知
識
の

習
得
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
担
当
部
署
の
組
織
改

善
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

問　
令
和
４
年
度
は
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
た
最
初

の
年
。
初
年
度
に
か
か
っ
た
費

用
の
総
額
は
。

答　
予
算
規
模
は
４
千
500
万
円

程
度
。
助
成
は
、
地
域
創
生
臨

時
交
付
金
、
都
の
総
合
交
付
金
、

み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防
止
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
市
町
村
助
成
金
及

び
地
域
環
境
力
活
性
化
事
業
助

成
金
。
ま
た
、
寄
附
金
に
て
２

件
、
計
11
万
円
頂
い
て
い
る
。

市
内
消
費
喚
起
事
業

問　
市
内
の
事
業
者
の
支
援
で

あ
っ
た
が
、
実
際
の
効
果
は
。

答　
全
体
の
使
用
金
額
は
約
３

億
３
千
万
円
で
あ
り
、
購
入
金

額
に
対
す
る
使
用
金
額
の
執
行

率
は
99.4
％
と
、
消
費
に
大
き
く

貢
献
し
た
と
考
え
て
い
る
。

防
災
市
民
組
織
へ
の
補
助
金

問　
令
和
３
年
度
は
執
行
率
が

７
割
程
度
だ
っ
た
が
、
令
和
４

年
度
は
申
請
額
が
急
増
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

答　
こ
れ
ま
で
限
度
額
が
防
災

市
民
組
織
１
組
織
当
た
り
20
万

円
だ
っ
た
が
、
令
和
４
年
度
か

ら
は
１
組
織
で
50
世
帯
ご
と
に

さ
ら
に
上
限
額
に
２
万
円
を
上

乗
せ
す
る
取
組
や
、
市
指
定
の

重
点
資
器
材
を
購
入
す
る
場
合
、

さ
ら
に
上
限
額
を
３
万
円
上
乗

せ
す
る
仕
組
み
が
で
き
、
予
算

を
大
き
く
上
回
る
購
入
申
請
が

あ
っ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

問　
返
礼
品
の
メ
ニ
ュ
ー
が
少

な
い
と
思
う
。
事
業
者
募
集
の

状
況
は
。

答　
現
在
、
市
と
し
て
返
礼
品

の
募
集
を
行
っ
て
い
な
い
。

問　
交
付
税
措
置
さ
れ
な
い
実

質
的
な
流
出
額
は
い
く
ら
か
。

答　
令
和
４
年
度
は
７
億
７
千

万
円
の
25
％
、
約
２
億
円
の
減

収
と
見
込
み
を
立
て
て
い
る
。

問　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

応
募
件
数
は
。
ま
た
、
企
業
は

最
大
何
割
の
法
人
税
が
軽
減
さ

れ
る
の
か
。

答　
令
和
４
年
度
の
申
請
は
０

件
。
控
除
と
し
て
は
、
寄
附
額

の
最
大
９
割
の
法
人
関
係
税
が

軽
減
さ
れ
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
認
定

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
認
定

＊J-L I S（地方公共団体情報システム機構）　地方公共団体が共同して運営する組織。マイナンバー（個人番号）、住民基本台帳ネットワークなどに関する事務や地方公共団体の情報システムに関す
る事務を実施している。

●急激な物価高騰などへの対応として、家計支援を目的にし
た住民税非課税世帯、子育て世帯や大学生に対する現金給付
をはじめ、様々な業種の事業者への負担軽減を地方創生臨時
交付金のほか一般財源を措置しながらスピード感を持って実
施した。引き続き、物価高騰の影響を受ける生活者や事業者
の状況を的確に把握しながら、必要とされる対策を積極的に
実施していくことを求める。
●新型コロナウイルス感染症の拡大や物価高騰により、多く
の市民や事業者が影響を受ける中、安全なワクチン接種の提
供体制に努め、また、多岐にわたる給付事業など家計、経費
負担を下支えする支援事業を実施した。小中高校生世代への
図書カードの贈呈、学生等応援特別給付金、高齢者のフレイ
ル予防も兼ねた「つながり応援カード」の配布などが実現した。
●市立小中学校に対し、保護者の負担を増やすことなく、学
校給食の質と量を維持することを目的とし、給食食材費の購
入補助を実施したことは評価するが、給食室の環境が過酷で
あることは、強く指摘する。働いている方の命に関わること
から、早急な対策を心よりお願いする。
●ゼロカーボンシティ初年度、全公共施設への再生可能エネ
ルギー導入に向け、果敢に取り組んでこられたことを評価す
る。一方で、緑の保全・創出には課題がある。身近な緑を守
る補助制度の周知や、公園等の維持管理業務の中で緑の量を
減らさない方策を求める。温室効果ガスの削減と進行管理は
急務の課題である。
●これからの未来への人材である、子ども、子育て世代、こ
れまで公共サービスから取りこぼされてきた若者世代、可処
分所得が伸び悩む中間層へのサポートのさらなる拡充が必要
である。中長期的な視点を持ち、局所的な効果ではなく問題
の根本からの解決を望む。

●学童クラブの過密化対策は不十分で、抜本的対策として施
設の増設が急がれるが、市は放課後子ども教室との連携を強
めるとの方針を掲げているのみである。
●Ｊ－ＬＩＳに移管されたにも関わらず、市の予算に計上され
ていた不適切な事務処理や、マイナンバーカード交付窓口の
混雑と時間外勤務の多さから、職員数の不足、会計年度任用
職員の割合の多さや雇用形態自体に疑念が生じた。早期の改
善を求める。
●池澤市長が就任以来、貫いてきた「子どもがど真ん中」の
理念が、行政の形式主義の中で置き去りにされる実態を痛感
した。

　10月３日に開催された本会議で各会派及び無所属議員による討論が行われました。ここで
は、令和４年度の一般会計決算に対する主な討論内容についてお知らせします。
◇その他の討論は会議録に掲載します。「会議の公開予定」は10面をご覧ください。

　
令
和
４
年
度
決
算
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。   「
会
議
録
の
公
開
予

定
」
は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

令
和
４
年
度
決
算

市議会本会議録画映像
令和5年第3回定例会（10月3日）

本定例会の

討　論

討論の様子につきましては、
市議会ホームページから
ご覧いただけます。

議案に賛成・反対します
令和４年度　一般会計決算

賛
成

反
対

23名 4名

＊

西東京市
Nishitokyo City

令和5年（2023年）11月15日 第103号9



　一般会計（第５号） 可決

　国民健康保険特別会計 認定

　駐車場事業特別会計 認定

　介護保険特別会計 認定

　後期高齢者医療特別会計 認定

　下水道事業会計 認定

　損害賠償の額の決定について 可決

○：賛成　×：反対　退：退席　欠：欠席

一般会計（第4号） ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

国民健康保険特別会計（第１号） ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

駐車場事業特別会計（第１号） ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

介護保険特別会計（第１号） ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

後期高齢者医療特別会計（第１号） ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認定

第３次基本構想及び基本計画に示す施策の目標について ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

都市計画税条例の一部を改正する条例 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

スポーツ施設条例の一部を改正する条例 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

スポーツ・運動施設の指定管理者の指定の変更について ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

中小企業事業資金融資あっせん条例の一部を改正する条例 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案　有機フッ素化合物対策の推進を求める意見書 ○ 欠 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

長
井
　
秀
和

田
村
　
ひ
ろ
ゆ
き

納
田
　
さ
お
り

小
峰
　
和
美

鈴
木
　
ゆ
う
ま

山
崎
　
英
昭

か
と
う
　
涼
子

後
藤
　
ゆ
う
子

や
ま
き
　
明
美

中
村
　
す
ぐ
る

大
竹
　
あ
つ
子

菅
原
　
み
ほ

下
田
　
純
一

森
　
し
ん
い
ち

佐
藤
　
大
介

八
矢
　
好
美

田
代
　
伸
之

藤
田
　
美
智
子

大
林
　
光
昭

佐
藤
　
公
男

と
み
な
が
　
ゆ
う
じ

山
田
　
忠
良

中
川
　
清
志

保
谷
　
な
お
み

小
林
　
た
つ
や

坂
井
　
か
ず
ひ
こ

稲
垣
　
裕
二

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

維
新・国
民
民
主

立
憲
民
主
党

西
東
京
市
議
会
公
明
党

結　
　
　
　
果

会派名/名前

※議長 酒井ごう一郎は採決に加わりません。 ＊坂井かずひこ は、体調不良による欠席です。

議員提出議案　議案第48号　西東京市第３次基本構想及び基本計
画に示す施策の目標についてに関する附帯決議

＊

件名 結果

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
共
産
党

西
東
京
市
議
団

自
由
民
主
党

西
東
京
市
議
団
　※賛否が分かれた

議案の結果

議案と結果令和5年　第3回定例会

全会一致の議案

その他

令和４年度  決算

令和５年度  補正予算

可決

令和５年度  補正予算

令和４年度  決算

その他

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

条
件
に
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
陳
情　
　
　
（
企
画
総
務
）

○
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
の
助

成
等
を
求
め
る
陳
情

（
文
教
厚
生
）

■
第
４
回
定
例
会
は
令
和
５
年

12
月
１
日(

金)

か
ら
開
催
予
定

■
請
願・陳
情
の
提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
は
随
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
が
、
第
４
回
定

例
会
中
に
審
査
を
行
う
た
め
に

は
、
次
の
日
程
ま
で
に
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

請
願　
11
月
29
日（
水
）ま
で

陳
情　
11
月
24
日（
金
）ま
で

※

定
例
会
開
催
予
定
日
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会議名 冊　子

・情報公開コーナー
・議会図書室
・市内図書館

・情報公開コーナー
・議会図書室

・本会議

・常任委員会
・議会運営委員会

・予算特別委員会
・決算特別委員会
・基本構想審査特
　別委員会

ホームページ

11月下旬11月中旬

12月下旬12月中旬

１月下旬１月上旬

■会議録の公開予定

会議日程の詳細につきましては、市議会ホームページからご覧いただけます。

市議会ホームページQRコード（日程・付議案件・結果）▶

会議の開催状況

　
前
号
（
第
102
号
・
令
和
５
年

８
月
15
日
発
行
）
の
６
面
掲
載

の
議
会
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
政
務
活
動
費

の
公
表
に
お
い
て
、
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次

の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

（
正
）
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム
支
出
額

 　

  

30
万
3
千
529
円

（
誤
）
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム
支
出
額

 　

  

24
万
3
千
419
円

第3回定例会（会期33日間）
9月1日（金）～10月3日（火）

陳
情
の
結
果

お
詫
び
と
訂
正

（　

）
は
付
託
委
員
会

採
択

継
続
審
査

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

令和5年（2023年）11月15日 第103号 10

古紙配合率70％
再生紙を使用

お問い合わせ 市議会ホームページ議会だよりについて 議会事務局庶務調査係 　　042-460-9860
傍聴等について 議会事務局議事係 　　042-460-9861 http://www.city.nishitokyo.lg.jp/sigikai/index.html

gikai@city.nishitokyo.lg.jp

西東京市
Nishitokyo City


